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The Present Situation and the Problem in High School Student Guidance 





























                                            
 流通科学大学商学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町 3-1 



































によると、2 週間に 1 回以上のペースで土日出勤する高等学校の教員は約 7 割存在する。事務書
類の多さや教材準備の時間が取れないこと、休日出勤や残業が多いなどといった、勤務の多忙さ


































 2015 年 7 月に、「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」という中間まとめ
が、文部科学省の「チームとしての学校・教職員の在り方に関する作業部会」から提出された。





という認識がある 7)。  
 チーム学校の目指す姿について述べる。答申によると、①専門性に基づくチーム体制の構築、
②学校のマネジメント機能の強化、③教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備の 3 つの観点



















タルヘルス対策の充実、保護者・地域への対応体制の強化などを述べている 11)。  
 2015 年 7 月に提唱されたチーム学校の取り組みは着手されたばかりであり、どのような効果が
もたらされ、どのような弊害が生じるのかが明らかになるまでには時間が必要である。例えば、
2017 年 4 月から、地域でスポーツや文化活動を行う外部人材が中学・高校の部活動の指導ができ
る「部活動指導員」の制度が始まったばかりである。しかし、外部人材の供給源となる高体連な








































も、全国に約 3 万 5 千校存在する小・中・高等学校 16)すべてをカバーできるだけの人材を確保で
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